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京都産業大学　サギタリウス館　日建設計

京都、上賀茂の自然景観と調和したキャンパスへと一新す
る逐次建替計画において、開学 50 周年の節目に完成した新
教室棟である。起伏に富むキャンパス故に学生の集う場が
限定される中、最上段の立地による豊かな眺望、敷地の高
低差を活かした多様な学生の『居場所』をテーマとした。
高さ制限により大部分を地下とする必要があったが、敷地の高
低差を結ぶ大階段を軸とした教室配置と、大階段の下にも段
状ラウンジを配しながら自然光を導く断面的な工夫を凝らし、
明るい学習空間を創出した。大階段はPC版で構成される屋外
の集いの場であり、蹴込部のスリットガラスから内部空間に光
を導く屋根でもある。通常のササラ形式の支持方法では層間
変位が端部に集中し、屋根としての止水性能が確保できない。
そこで外装サッシュのスチールマリオンをPC版1段毎の支持材
として、層間変位を段毎の変位へと細分化する構造形式とする
ことにより、シールの追従性、止水性を満たし、これを実現した。
陰影をつくり出す深い軒庇と寄棟屋根の意匠により、既存
棟と調和させながらも、広場を囲む回遊動線や高低差をつ
なぐ動線上に屋内外の様々な『居場所』を散りばめ、キャ
ンパスのハブとして、新たな大学の風景を創出した。
撮影：東出写真事務所　平成30年日本建築士会連合会賞優秀賞受賞作品

■プロフィール
若江　直生（わかえ・なおき）

2006年　京都大学大学院工学研究科建築学専攻
修了後、日建設計

現　在　同社設計主管

吉野　優輔（よしの・ゆうすけ）
2007年　近畿大学理工学部建築学科卒業後、日建設計
現　在　同社設計部門

水上　和哉（みずかみ・かずや）
2013年　東京大学大学院工学系研究科建築学専

攻修了後、日建設計
現　在　同社設計部門

■建物データ
設　　計：株式会社日建設計
施　　工：株式会社鴻池組
所 在 地：京都市北区
　　　　　上賀茂本山 436
主要用途：学校（大学）
建 築 主：京都産業大学
敷地面積：259,078.35 ㎡
建築面積：3,619.81 ㎡
延床面積：12,962.37 ㎡
構造規模：鉄骨造・一部鉄骨
　　　　　鉄筋コンクリート造
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INFORMATION

建築士の会やお・かしわら+東大阪
八尾市立「南山本せせらぎこども
園」見学会
1/19　CPD2単位

広く東西道路に面した敷地形状と園舎配置を
活かし、川をイメージした手すりが2階バルコニー
に計画されています。また、園舎中央部のオー
プンスペースには、大階段と吹き抜けが設けら
れ、中廊下でありながら明るく開放感のある空
間とされています。是非ご参加ください。
日時　1月19日（土）　受付10：00〜
　　　見学　10：30〜12：00（予定）
集合　南山本せせらぎこども園玄関前
　　　八尾市山本町南3-1-39
　　　（近鉄大阪線河内山本駅下車、南へ約
　　　 0.5㎞、徒歩約5分）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　30名（申込先着順）
設計・監理　（株）大和建築事務所
施工者　シマ・龍華特定建設工事共同企業体

ちょっと知りたい建築セミナー
庭づくり入門！「テラリウム体験」
～ガラスの中の小宇宙～
1/26　ＣＰＤ3単位（予定）

以前から好評の、（株）荒木造園設計の敷地内
見学と、ガラス瓶の中の庭づくり「テラリウム体
験」セミナーです。同社の創設者荒木芳邦氏
は、大阪万国博松下館庭園、花と緑の博覧会
政府苑、リーガロイヤルホテル中庭などを設計し
ランドスケープという言葉を確立させたとも言わ
れる造園家です。池田市にある本社敷地内は、
氏が造園を介して伝えたかった「楽しさ、驚き、
喜び、高ぶり、安らぎ」が見事に具現化されて
います。見学でその庭づくりの神髄に触れた後、

「ガラスの中の小宇宙」と注目されている「テラ
リウム」を通して庭づくりを体験します。屋久島
の流木と苔など準備した材料を使い、完成した
各自の作品をお持ち帰りいただきます。
日時　1月26日（土）　13：30〜16：00
会場　㈱荒木造園設計（池田市鉢塚2-10-11）
講師　㈱荒木造園設計　造園設計担当者
参加費　会員3,500円　会員外4,000円
　　　　※基本材料費1つ分を含む
定員　30名（申込み先着順）

建築士の会やお・かしわら+東大阪
八尾市立「志紀おおぞらこども園」
見学会
2/16　CPD2単位

園舎の中央に2層吹き抜けのランチホールを配
し、吹き抜けの上部には室内から空を感じられ
る高窓が設けられています。広がりを感じる園舎
とすることで、園児の伸びやかな成長を促す造
りとされています。是非ご参加ください。
日時　2月16日（土）　受付10：00〜
　　　見学　10：30〜12：00（予定）
集合　志紀おおぞらこども園玄関前
　　　八尾市志紀町西2-1-10
　　　（JR大和路線志紀駅下車、西へ約1㎞、
　　　 徒歩約13分）

開設者・管理建築士のための建築
士事務所の管理研修会
12/12　CPD5単位

建築士事務所の開設者と、管理建築士は、建
築士事務所の運営はもとより業務委託者に対
する責任を負っており、社会変化に応じた最新
の法制度や技術等に精通し、その資質を維持
向上していくことが求められています。本研修会
は、建築士事務所の管理・運営を適切に進め
る上で把握しておくべき重要事項を網羅した内
容となっており、5年ごとの事務所登録の更新
の機会に合わせて受講する（任意）ことで、資質
の維持向上を図ることを目的とします。
主催　（一社）大阪府建築士事務所協会
　　　（一社）日本建築士事務所協会連合会
日時　12月12日（水）　10：00〜16：00
会場　エル・おおさか（大阪府立労働センター）
　　　6階大会議室
　　　大阪市中央区北浜東3-14
定員　100名（定員に達し次第締切）
対象　建築士事務所の開設者及び管理建築士
※今年度の受講対象者は平成31年建築士

事務所登録更新事務所となっています。
受講料　本会会員13,000円（テキスト代含）
問合　（一社）大阪府建築士事務所協会
　　　Tel.06-6946-7065

World café 建築を学ぶ学生と先
輩との対話
2/16

学生と建築関連分野で活躍する先輩とが親し
く対話する場を設け、学生の将来への不安を
少しでも取り除くとともに、学生と社会とをつなぐ
きっかけをつくることを目指した企画です。
主催　（一社）日本建築学会近畿支部　近畿支

部男女共同参画のための女性会員の会
共催（予定） （公社）大阪府建築士会、（一

社）大阪府建築士事務所協会、
（公社）日本建築家協会近畿
支部、（一社）日本建築協会

日時　2月16日（土）　13：30〜16：30
会場　大阪府立中之島図書館本館3階
　　　多目的スペース2
　　　大阪市北区中之島1-2-10
スケジュール（一部変更になる場合があります）
　12：00〜13：00
　　見学会（希望者）
　　重要文化財・大阪府立中之島図書館の
　　見学（解説付き）
　13：30〜15：35
　　第一部　先輩自己紹介
　　World Café形式のワークショップ
　15：50〜16：30
　　第二部　ワークショップ報告
　　全体意見交換　まとめ
　17：00〜18：00
　　懇親会（希望者）　学生と先輩の交流
定員　50名
対象　建築を学ぶ学生、建築界で働く先輩
参加費　学生300円　一般500円（飲料代）
見学会　無料（但し参加者限定）
懇親会　学生1,000円　一般2,000円
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538

○解体：優先地区において、幅員4m未満の道
路に面する昭和25年以前建築の木造住宅
を解体する場合、解体費を補助します。

※重点整備エリアでは要件緩和あり
■大阪市ブロック塀等撤去費補助制度

道路等に面した一定の高さ以上のブロック
塀等の撤去費、撤去後に新設する軽量フェ
ンス等の設置費を補助します。補助限度額
は撤去20万円、新設30万円（2019年度
以降は撤去15万円、新設25万円）。補助率
は2/3（2019年度以降は1/2）。

問合　大阪市都市整備局耐震・密集市街地整備
　　　Tel.06-6882-7053

豊中市木造住宅等除却費補助制度

豊中市では、庄内・豊南町地区の木造住宅等
の除却費の補助を実施しています。
対象となる建物　昭和56年5月31日以前に建

築された木造の建築物
制度運用期間（予定）
　平成30年4月2日（月）〜平成31年3月29日（金）
その他、補助率、補助限度額、対象となる区
域、申し込みの詳細については、豊中市のホー
ムページで「除却費補助」と検索してください。

消費税の軽減税率制度について

2019年10月1日から、消費税率の引上げと軽
減税率制度が実施されます。
軽減税率制度は、飲食料品等を取り扱う事業
者の方だけでなく、消費税の納税義務のない
免税事業者を含め、多くの事業者の方に関係
します。
詳細につきましては、以下の政府ホームページ
特設サイトをご覧ください。
https://www.gov-online.go.jp/tokusyu/kei
gen_zeiritsu/index.html

各地に現存する懐かしい明治建築
の幻燈上映会19
12/15

建築は時代を雄弁に語る歴史の生き証人だと
言われます。消えてゆく歴史建築を見ながら保
存と開発について考えます。
日時　12月15日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館（北野田駅前）
講師　明治建築研究会代表柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　30名（申込先着順）
設計・監理　（株）東畑建築事務所 大阪事務所
施工者　（株）三栄建設

シニアサロン第66回－専門医に学ぼう編－
貴方の腎臓は大丈夫??!
2/21

肝臓の状況は血液検査等で日頃から医師から
注意を受ける機会もありますが、腎臓について
耳にしたこと有りますか?日頃疑問に思っている
ことを、栗原先生が解りやすく説明してください
ます。
日時　2月21日（木）　15：30〜17：30
会場　大阪府建築士会会議室
講師　栗原陽次郎医師
定員　50名
参加費　会員1,000円　会員外 1,500円
懇親会参加費　5,000円

NY海外研修
「グランド・ゼロからのスタート」
2/21～26　CPD申請中

今回はニューヨークを訪ねグランドゼロでの献
花、4WTC見学、美術館巡りの他、ゴスペルク
ワイヤの鑑賞等を楽しみます。また現地で働く
技術者の方 と々の交流、情報交換等のひと時
も持つ予定です。
日時　2月21日（木）〜26日（火）
訪問地　アメリカ合衆国　ニューヨーク
参加費　285,000円（10名以上の場合）
※飛行機､ホテル､一部の食事代含む。

（但し、燃油サーチャージ､空港利用税等は別途）
視察先　グランドゼロ､4WTC､メトロポリタン
　　　　美術館､グッゲンハイム美術館他

事務局年末年始休暇のお知らせ

12月29日（土）から1月6日（日）まで休ませてい
ただきます。

大阪市老朽住宅建替え・解体費補
助制度

○建替え：古いアパートや長屋等を集合住宅に
建替える場合、建替建設費等を補助します。
また、「特に優先的な取り組みが必要な密集
住宅市街地（優先地区）において、隣地を売
買で取得して戸建住宅へ建替える場合、設
計費等を補助します。

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申
込みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

平成30年度文化遺産総合活用推進事業
「文化財の活用を通じて保存を学ぶ」
（全6回）

12/4、12/6、12/16、1/13、1/26

毎回異なる国登録有形文化財の会場で「まち
あるき」と「ワークショップ」を行う体験型の講座
です。また其々の文化財所有者からは文化財
の保存及び活用の取組事例や課題などを伺い
ます。
①12/4（火）寺西家住宅：ハーバリウム
②12/6（木）青山ビル：書画篆刻
③12/16（日）兒山家住宅：ミニ門松製作 
④19/1/13（土） 奥野家住宅：能鑑賞
⑤19/1/26（土） 岩根家住宅：甘酒製作
※時間：13：00〜16：30
　受付は各回開始30分前
　（第3回のみ18：30〜20：30）
募集　各回24名（先着順・事前申込制）
参加費　各回1,600円
※詳細は本会ホームページをご覧ください。

第63回大阪建築コンクール
1/15～31

本コンクールは、建築士と社会とのかかわりを通
じて建築作品を評価し、その優れた実績をたた
え、建築作品の設計者を表彰するもので、今回
で第63回を迎えます。渡辺節賞については、新
しい建築文化の原動力となる若い優れた設計
者を表彰します。
募集対象　大阪府知事賞部門、渡辺節賞部門
　　　　　（完了検査済証発行日で39歳以下）
両部門共建物の種類・規模は問わない
審査委員
　委員長　松隈　洋（京都工芸繊維大学教授）
　委員　　橋本一郎（エス・キューブ・アソシエイツ）
　　　　　鉾井修一（京都大学名誉教授）
　　　　　松岡　聡（近畿大学教授）
　　　　　松田浩三（大阪府住宅まちづくり部
　　　　　　　　 　公共建築室室長）  
応募期間　1月15日（火）〜1月31日（木）
応募資格

大阪府知事賞部門：本会正会員または大阪
府在住もしくは在勤の者

渡辺節賞部門：本会正会員または大阪府在
住もしくは在勤の者で完了検査
済証発行日に39歳以下の者

応募料　本会正会員　　1作品20,000円
　　　　本会正会員外　1作品40,000円
※詳細は本号同封の第63回大阪建築コン

クール応募要項をご覧ください。

平成30年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
1/18、2/6、3/6　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　1/18（金）、2/6（水）、3/6（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより
　　　お申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

大阪府知事指定講習
平成30年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/29　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法で、伝統構法
の木造建築物の耐震診断等に用いられます。
日時　1月29日（火）　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界
　　　　　耐力計算による耐震診断・耐震改
　　　　　修に関する簡易計算マニュアル）

建築士法にもとづく法定講習会
平成30年度建築士定期講習
2/21、3/18、3/29　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
27年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
日程・会場・定員
※2/21（木） 大阪国際会議場　　　300名
　3/18（月） 大阪国際交流センター  200名
　3/29（金） 大阪府建築健保会館　 90名
時間　9：25〜17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成27年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法

等を解説する講習会となっております。講習後
は、会場であるコイズミ照明R＆Dセンターの設
計者から省エネ技術実例を紹介頂き、実際に
館内を見学させていただきます。コイズミ照明R
＆Dセンターは大阪府の環境緑化関連表彰をト
リプル受賞されています。
日時　12月10日（月）　14：00〜17：15
会場　コイズミ照明R＆Dセンター
　　　大阪市東成区東中本2丁目3-3
定員　80名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員　4,000円
　　　　後援団体会員　5,000円
　　　　一般　6,000円

大阪府知事指定講習
「建設工事の安全・健康確保講習会」
12/11　CPD3単位

本講習会は、設計、施工等の各段階における安
全･健康確保の措置や、建築労働者の意識向上
を図る取組み方法についての講習を行い、労働
災害防止に関する建築技術者の安全と健康を
確保することを目的としており、テーマを変えて4回
実施します。また、本講習受講により取得された現
場管理技術者のCPD単位は、大阪府公共建築
室が発注の条件付一般競争入札（実績評価型）
において、H31年度から評価点を取得できます。
日程･テーマ
12/11（火） 仮設計画のポイント、職業病予

防、解体工事の安全対策など
時間　13：30〜17：05
会場　大阪府建築健保会館
講師　建設業労働災害防止協会及び㈱竹中

工務店の安全管理担当者
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円
　　　　一般5,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
中大規模木造構造設計講習会
12/21　CPD4単位

「公共建築物の木材利用促進法」が2010年
に施工され、低層の公共建築物などは原則とし
て木造化、木質化することが義務付けられまし
たが、なかなか推進されていないことが現状で
す。本講習会では東京大学大学院教授の稲
山正弘氏を講師にむかえ、より実務的な内容に
ついて講習を行います。
講義内容例
・中大規模木造に関わる防耐火基準と構造

基準の要点
・木造で防火壁をつくる場合の納まり
・木造構造設計時に参照すべき本　等
その他の講義内容はチラシをご確認下さい。
日時　12月21日（金）　13：00〜17：05
会場　大阪工業大学梅田キャンパス
　　　セミナー室201・202
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　2,000円（テキスト代は含みません）
テキスト 「中大規模木造建築物の構造設計の

手引き」を講習会特別価格にて販売し
ます。詳細はお申込時に確認いただく
か、事務局までお問い合わせ下さい。

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
簡易評価法（仕様ルート・簡易計算ルート）
12/7、12/21、1/18、1/24　CPD各6単位

国土交通省が新省エネ基準を2020年までに
段階的に新築住宅への適合を義務付けること
に先がけて、設計者に木造住宅の省エネ技術
の習得をしていただく講習会です。
日程　①12月7日（金）　②12月21日（金）
　　　③1月18日（金）　④1月24日（木）
時間　9：40〜16：10（各回共）
会場　大阪府建築健保会館6階ホール（各回共）
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　120名（各回共。申込先着順）
受講料　会員 本会が全額補助（各回共）
　　　　会員外1,000円（各回共。テキスト代含む）
※申込方法　専用のWEBからお申込してください。
　HP　省エネ講習会　検索

※詳細は今月号同封の案内チラシをご覧ください。

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築物省エネ法実務講習会・環境
建築見学会
12/10　CPD3単位

本講習会は、設計や申請手続きに携わる実務
者の方々向けに、省エネ適判や工事監理・完
了検査のポイント、大阪府内建築行政連絡会
で発行する省エネ基準に関する様式集やQ＆A

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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その関連する方々とともに、「人」を中心
とする様々な世界的課題解決に向け、本
会においても取組む決意を示されました。
特に、若者が未来に希望が持てる万博と
し、若手建築士の活躍に期待するとの
メッセージを送られました。

11 月 17 日に世界遺産に指定されている
比叡山延暦寺において、第 37 回近畿建
築祭滋賀大会が開催され、近畿 2 府 4 県
の建築士会の会員建築士やその家族など
295 名、大阪からは 34 名が参加しました。
近畿建築際は建築士の交流と情報交換を
目的に、近畿の各府県が毎年持ち回りで
開催しています。
開会に当り、滋賀県文化財保護課の菅原
和之氏に「世界遺産・国宝延暦寺根本中
堂の魅力と平成の大修理」というテーマ
でご講演いただき、1642 年に再建され
た現在の根本中堂の歴史や、2026 年 3
月まで行われる保存修理の状況などにつ
いて解説していただきました。
エクスカーションでは改修工事現場の見
学や伽藍施設の巡拝が行われ、世界文化
遺産を通じて、日本の歴史・伝統を感じ
ることのできる有意義な大会となりまし
た。なお、来年度の近畿建築祭は奈良県
で開催されます。

本会が主催事務局を務める第 38 回大阪
都市景観建築賞（愛称：大阪まちなみ賞）
には、府民などから 136 件の推薦があり、
久審査委員長（近畿大学教授）他 7 名か
ら構成する審査委員会により、10 月 1
日の書類審査で 12 作品を選出しました。
選出した 12 作品を対象として、11 月 5
日に現地審査及び最終審査を行い、大阪
府知事賞、大阪市長賞、審査員特別賞、
緑化賞、建築サイン・アート賞のそれぞ
れ 1 作品、奨励賞 5 作品合計 10 作品を
選定しました。入賞作品の公表は 12 月
中旬ごろを予定しております。

2025 年の万国博覧会が「いのち輝く未
来社会のデザイン」をテーマとして大阪
で開催することが決定しました。

「未来社会の実験場」のコンセプトを掲
げ、展示だけではなく、世界 80 億人が
アイデアを交換し未来社会を「共創」す
る、人類共通の課題解決に向け、新たな
アイデアを創造 ･ 発信するなどの構想が
示されています。
本会岡本会長は、建設専門新聞社からの
インタビューで、個々人がポテンシャル
を発揮できる生き方と、それを支える社
会のあり方を考えるというテーマは、人
と人の交流やつながりを基本とする本会
の活動方針と一致し、会員約 3,000 人と

10/26、27　全国大会さいたま大会
10/30  大阪狭山副市長面談
  河内長野副市長面談
10/31  日本建築材料協会交流ゴルフ
11/ 5 柏原市長面談
11/ 6 在阪建築 15 団体午餐会
  八尾市長面談
11/ 7 枚方市長面談
11/10  近畿建築士会協議会青年部会
11/12  池田市長面談
11/13  大阪府収用委員会
11/14  運営部門会議
11/15  四条畷副市長面談
  大阪府中小建設業振興大会
11/16  堺副市長面談
11/17  近畿建築祭 滋賀大会
11/21  理事会・正副会長会議

動静レポート

（左）
伏見　隆
枚方市長

（右）
倉田　薫
池田市長

（右）
林　有理
四条畷副市長

（右）
佐藤道彦
堺副市長

（右）
高林正啓
大阪狭山副市長

（右）
桝井繁春
河内長野副市長

（右）
田中誠太
八尾市長

左から　濵田副会長、岡本会長、
冨宅正浩柏原市長、辻野委員、杉原専務理事

会長動静

岡本会長の大阪万博開催決定インタ
ビュー

運営部門

近畿建築祭を比叡山延暦寺で開催

事業部門

第 38 回大阪まちなみ賞の入賞作品
決定

建築表彰部門
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建築情報部門では、役立つ情報を発信す
る部門として、セミナーによる情報発信
も行っています。10 月はマイクロソフ
トMVPの河合浩之先生をお招きし「パ
ワポで魅せる！ビジュアルプレゼン講
座」を開催しました。
◆ 2011 年から毎年 MVPを受賞
マイクロソフトでは Officeの各商品ご
とに年間のMVPを認定しています。河
合先生は PowerPoint 部門で毎年 MVP
を受賞されている日本の第 1 人者です。
◆記憶に残らないプレゼントとは ?
よく見るスライドの典型例が紹介されま
した。少し紹介しますと。。。。
1. 長い文章が書いている
2. 図、文で余白なく埋まっている
3. 箇条書き
これらに共通する特徴があります。それは

「スライドを読ませている」事です。この
事で、読んでいる所と、聞いている所に
ズレが出て、話を聞けてない事になりま

10月26日、第 61 回建築士会全国大会「さ
いたま大会」が、埼玉県さいたま市にて開
催されました。「歴史に感謝　未来に約束」
～今　埼玉に集う　彩り豊かな暮らしの創
造～をテーマに、全国から 3000人を超える
会員が参加しました。ここ埼玉の地で、明る
い未来を子どもたちに約束するため、先人の
知恵に感謝し、その知恵を生かし、未来の
在り方を考え、彩り豊かな生活と環境を創造
ることが、今回の大会の大きな目的です。
式典は歴史ある琴の演奏を、県立女子高
生が奏でるという、まさにテーマに合った
オープニングセレモニーで始まり、各賞の
表彰、大会アピール、大会旗引継ぎ等が
行われ、大盛況の内に終了しました。大阪
からは総勢 58 名が参加し、横田友行さん、
大野治代さん、熊田將男さん、田代加奈
さんの 4 名が長年の活動が評価され、名

Topics

す。結果、記憶に残らないことになります。
◆記憶に焼き付けるプレゼンとは ?
スライドの役割は、「読ませる」事では
なく。「興味、注意を引く」事にあります。
そのための 3つの秘密が紹介されまし
た。さらに伝える資料をつくる 5つの方
法や、建築業界のプレゼン事例等々。。。。
あっという間の 2 時間でした。
参加された方からも。

「普段悩んでいた内容の解決の糸口が見
えたように思います」

「お話がとても上手で、分かりやすく楽
しかったです」

「すばらしかったです。音もスライドも
席も良かったです」
と、MVPの技、トークに魅了されたよ
うです。
参加した私自身も、スキルが 1 段上がっ
たと実感できて、このセミナーが実現し
て本当に良かったと感じました。
これからの企画では、Jw_cadや、Sketch

誉ある連合会会長表彰を受賞されました。
さて、私はというと、例年どおり妻と共に
大会当日に現地入りし、式典、大交流会
に参加、翌日はエクスカーションで小江戸
川越散策に参加し、観光名所を見学する
という旅行気分の大会参加でした。川越
は火事が多く、類焼を防ぐための耐火建
築で造られた蔵造りや黒漆喰の壁、大きな
鬼瓦の重厚な造りの商家が連なり、江戸
の面影を留めた素敵な街でした。その地
方の名所旧跡を訪ね、名産名物を賞味し、
温泉があれば体をいやすという、いたって
のんきな旅行をここ15 年程続けています。
来年の全国大会は、北海道函館市で開催
されます。毎年、限りある予算の中、各地
域の創意工夫のもと、すばらしい大会が行
われます。会員の皆様、ご家族と一緒に、
大会に参加しようではありませんか ！

Upセミナーを準備中です。
これからも役立つ情報を発信していきま
すのでよろしくお願い致します。

式典　オープニングセレモニー

セミナーの様子

著書河合浩之先生

エクスカーション　川越街並み

パワポで魅せる！ビジュアルプレゼン講座
日時：平成 30 年 10 月 13 日（土）　15：00 〜 17：00　　会場：大阪府建築健保会館　　参加者：42 名

水鳥六郎（建築情報部門委員）

「第 61 回建築士会全国大会　さいたま大会」
開催日：平成 30 年 10 月 26 日（金）　　会場：大宮ソニックシティ、パレスホテル大宮　　参加者：58 名

上田茂久（特任顧問）
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Gallery 建築作品紹介 トヨタカローラ新大阪名神茨木店 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

大阪北摂エリアの国道 171 号線沿いに、ライフスタイル発信型の新たな
車のショールームを計画した。敷地に引き込んだ道路は、構内をぐるり
と一周することで試乗のためのテストドライブコースとなり、そのまま
屋根の上へと連続し、屋外展示エリアを形成する。木質のテクスチャー
で包まれたトンネル状の内部空間は、車を展示するほか、アウトドア
ショップやライブラリーを併設し、今まで車に興味がなかった人も立ち
寄れるような場となっている。この計画では、車の動的体験を空間化し
たような、新たなモビリティー時代の「車と人の新しい関係」を創造し
たいと考えた。

所 在 地：大阪府茨木市
用　　途：展示場
施　　工：2018.08
構造規模：S 造 1 階
敷地面積：5,905.49㎡
建築面積：2,143.11㎡
延床面積：1,978.70㎡
写　　真：母倉知樹（★）

Nacasa&Partners Inc.
NAKAMICHI ATSUSHI

↑★
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Gallery 建築作品紹介 パスカル大分工場事務棟 設計：大成建設関西支店 一級建築士事務所
施工：大成建設九州支店

「風景の中に佇む会議室を 2 室」が求められた建築スキームであった。
美しい中庭の真中に建物を配置し、遠景と近景の中にキャンバス（フレー
ム）を設けた。このフレームで切り取られた風景は様々な場所に様々な
表情で現れる。ガラスを透過して見えるだけでなく、ガラス面に反射し
て新たな風景をも生み出す。水盤には光や自然が反射し、静なる建築に
揺らぎ（動）が生まれる。建築の存在は極限にシンプルを目指し、外部
と内部の境界を曖昧にすることを追求した。“風景を創る”－建築と自
然が相対峙しながらも溶け込み、内部と外部をさらにつなぐ第 3 の空間
を生み出すことを実現しようとした作品である。

所 在 地：大分県国東市
用　　途：会議室
竣　　工：2018.01
構造規模：RC 造 1 階
敷地面積：24,560.13㎡
建築面積：216.04㎡
延床面積：181.67㎡
写　　真：伊藤　彰

（アイフォト）
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Gallery 建築作品紹介 日本圧着端子製造 名古屋技術センター別館 －Petali－ 設計：Atelier KISHISHITA
施工：波多野工務店

愛知県中部の工業団地内に建つ研究試験棟の増築である。400㎜厚の RC
壁で構成された直径 12m の正円が 6 つ。1 つがエントランスホールで残り
の 5 つが重なりながら緩やかに繋がる試験室。中央には屋上への階段を
擁する光庭があり、全体が廻遊性のある円環空間となっている。工業団地
を取り囲むゴルフ場や某バイオ研究所の緑地が隣接する中、敷地西側に広
がる保全緑地の傍で「そっと咲く一輪の華弁」を想わせる形態を採用し、
屋上の緑化、外壁の特注煉瓦タイル貼り、室内の木質化など、無機的なも
のとなりがちな試験棟を自然豊かな周辺環境に馴染ませつつ、小さいなが
らも存在感のある建築とすることを意識した。　　（岸下真理 + 岸下和代）

所 在 地：愛知県みよし市
用　　途：研究所
竣　　工：2018.04
構造規模：壁式RC造1階
敷地面積：18,236.98㎡
建築面積：546.60㎡
延床面積：613.08㎡
写　　真：絹巻　豊
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

ま
だ
健
在
な
ん
だ
。
二
〇
一
八
年
六
月
、
久
方

ぶ
り
に
横
浜
市
中
区
の
伊
勢
佐
木
町
に
立
ち
寄
り
、

変
わ
ら
な
い
そ
の
姿
を
確
認
し
て
、
思
わ
ず
声
を

挙
げ
た
。
こ
の
建
物
は
、
一
九
三
七
年
七
月
七
日

に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
日
本
が
泥
沼
の
太
平
洋

戦
争
へ
と
突
き
進
む
五
ヶ
月
前
の
二
月
に
、
レ
ー

モ
ン
ド
の
設
計
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。時
代
は
、

戦
争
遂
行
を
目
的
と
し
て
、
同
年
の
十
月
二
十
日

の
鉄
鋼
工
作
物
築
造
許
可
規
則
を
手
始
め
に
、
建

築
資
材
統
制
が
あ
い
継
い
で
施
行
さ
れ
、
本
格
的

な
近
代
建
築
の
建
設
そ
の
も
の
が
不
可
能
と
な
っ

て
い
く
。
今
は
周
囲
に
埋
も
れ
た
印
象
さ
え
与
え

る
が
、
当
時
と
し
て
は
、
地
下
二
階
、
地
上
五
階
、

延
床
約
二
六
〇
〇
㎡
の
本
格
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
堂
々
と
し
た
店
舗
で
あ
り
、
同
年
に
竣

工
し
た
東
京
女
子
大
学
チ
ャ
ペ
ル
・
講
堂
と
共
に
、

戦
前
最
期
を
飾
る
彼
の
代
表
作
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
の
証
拠
に
、﹃
新
建
築
﹄︵
一
九
三
八
年
三

月
号
︶の
表
紙
と
巻
頭
六
ペ
ー
ジ
を
飾
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
の
時
、
レ
ー
モ
ン
ド
は
す
で
に
日
本

を
離
れ
て
い
た
。
晩
年
に
出
版
さ
れ
た
﹃
自
伝
ア

ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド
﹄︵
鹿
島
出
版
会
一
九
七

〇
年
︶
に
よ
れ
ば
、
彼
は
、
一
九
三
七
年
十
二

月
に
、
上
海
、
香
港
経
緯
で
サ
イ
ゴ
ン
へ
と
渡
り
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
を
訪
問

し
た
後
、
イ
ン
ド
で
建
設
中
の
ポ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ

ー
の
僧
院
宿
舎
︵
一
九
四
二
年
︶
に
滞
在
す
る
。

そ
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ナ
カ
シ
マ
︵
一
九
〇
五
～

九
〇
年
︶
に
現
場
を
託
し
て
七
月
に
渡
欧
し
、
祖

国
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ー
グ
で
家
族
と
再
会
し
た
後
、

一
九
三
八
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
へ
と
帰
国
す
る
。

ド
イ
ツ
で
は
ナ
チ
ス
が
台
頭
し
、
戦
争
の
足
音
が

迫
る
中
、友
人
の
忠
告
も
あ
っ
て
の
選
択
だ
っ
た
。

自
伝
に
は
、次
の
よ
う
な
回
想
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
﹁
私
は
プ
ラ
ー
グ
の
家
族
を
あ
と
に
し
た
。
そ

し
て
そ
の
後
再
び
彼
ら
に
め
ぐ
り
会
う
こ
と
も
な

く
、
第
二
次
大
戦
の
混
乱
の
中
で
全
員
と
死
別
し

て
し
ま
っ
た
。
な
か
で
も
三
人
の
兄
弟
は
最
初
に

捕
え
ら
れ
、
プ
ラ
ー
グ
で
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
軍
隊
に

処
刑
さ
れ
た
。﹂

　

レ
ー
モ
ン
ド
が
再
び
日
本
の
地
を
踏
む
の
は
、

敗
戦
後
の
一
九
四
八
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
レ
ー
モ
ン
ド
の
離

日
後
、
こ
の
建
物
の
担
当
者
だ
っ
た
杉
山
雅
則
や

中
川
軌
太
郎
ら
所
員
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

戦
時
下
の
事
務
所
を
守
り
抜
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、﹃
新
建
築
﹄の
誌
面
か
ら
は
、
そ
う
し

た
暗
い
時
代
の
予
感
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
編
集

者
に
よ
る
解
説
文
で
は
、﹁
明
朗
な
姿
を
現
わ
し
て

大
衆
を
惹
き
付
け
て
い
る
﹂
と
紹
介
さ
れ
、﹁
最
近

漸
く
使
用
さ
れ
出
し
た
プ
リ
ズ
ム
硝
子
を
階
段
と

四
階
ホ
ー
ル
の
街
路
に
面
す
る
部
分
に
使
用
し
、

採
光
を
充
分
な
ら
し
め
、
フ
ァ
サ
ー
ド
に
特
長
を

與
え
、
所
謂
近
代
的
な
構
成
を
持
っ
て
い
る
﹂
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
竣
工
写
真
と
現
況
と
を
比
較

す
る
と
、
正
面
外
観
の
印
象
は
ほ
ぼ
原
形
を
保
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、残
念
な
こ
と
に
、

当
初
は
表
通
り
と
南
側
の
二
面
が
街
路
に
面
し
て

い
た
が
、
い
つ
し
か
南
側
の
街
路
は
塞
が
れ
て
三

階
建
て
の
店
舗
が
建
っ
た
た
め
に
、
特
徴
的
だ
っ

た
Ｌ
形
に
外
周
を
廻
っ
て
い
た
各
階
の
水
平
連
続

窓
の
軽
快
さ
は
失
わ
れ
て
い
る
。
店
内
も
大
き
く

改
装
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
三
〇
年
代

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
清
新
な
雰
囲
気
は
色
あ
せ

て
は
い
な
い
。
竣
工
か
ら
八
一
年
、
今
も
不
二
家

横
浜
セ
ン
タ
ー
店
と
し
て
営
業
を
続
け
て
い
る
。

　

同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
不
二
家
の

創
業
は
一
九
一
〇
年
、
横
浜
市
元
町
に
、
創
業
者
・

藤
井
林
右
衛
門
が
小
さ
な
洋
菓
子
店
を
開
く
際
、

自
身
の
藤
井
姓
や
、
外
国
人
に
も
良
く
知
ら
れ
た

日
本
一
の
山
で
あ
る
富
士
山
に
ち
な
む
と
共
に
、

﹁
二
つ
と
な
い
存
在
で
あ
り
た
い
﹂
と
し
て
名
づ

け
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、
二
五
歳
の
若
さ
だ
っ

た
藤
井
の
願
い
と
気
概
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
一

九
一
二
年
に
は
洋
菓
子
事
情
の
視
察
と
技
術
習
得

の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
、
翌
年
に
帰
国
、
一

九
二
二
年
に
伊
勢
佐
木
町
店
を
開
店
す
る
。
そ
の

後
、
銀
座
に
も
店
舗
を
構
え
た
が
、
一
九
二
三
年

九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
元
町
、
伊
勢

佐
木
町
、
銀
座
の
店
舗
が
焼
失
し
て
し
ま
う
。
そ

れ
で
も
、
藤
井
は
翌
年
に
は
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
て

営
業
を
再
開
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
に

入
る
と
、
大
森
、
新
宿
、
大
阪
の
心
斎
橋
、
京
都

の
四
条
に
も
次
々
と
店
舗
を
開
設
し
て
躍
進
し
た

こ
と
を
受
け
、
満
を
持
し
て
こ
の
伊
勢
佐
木
町
店

を
建
設
し
た
に
違
い
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

新
装
開
店
し
た
店
舗
の
瀟
洒
な
外
観
と
店
内
に
立

つ
藤
井
の
誇
ら
し
げ
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
の
わ
ず
か
四
年
後
に
始
ま
っ
た
太
平

洋
戦
争
の
末
期
、
一
九
四
五
年
五
月
二
十
九
日
未

明
の
米
空
軍
に
よ
る
焼
夷
弾
爆
撃
に
よ
っ
て
、
横

浜
市
街
は
焦
土
と
化
し
、
焼
失
面
積
は
市
全
体
の

三
十
四
％
に
も
上
っ
た
。
横
浜
市
史
資
料
室
に
寄

贈
さ
れ
た
空
襲
直
後
に
撮
影
さ
れ
た
伊
勢
佐
木
町

附
近
の
写
真
に
は
、
見
渡
す
限
り
一
面
焼
け
野
原

と
な
っ
た
街
の
姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
不
二
家

の
創
業
者
の
藤
井
も
、
戦
争
に
よ
っ
て
、
多
く
の

店
舗
や
工
場
、
従
業
員
を
失
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

焼
け
残
っ
た
ボ
イ
ラ
ー
で
沼
津
の
工
場
を
再
建

し
、
そ
れ
が
不
二
家
の
代
表
菓
子
﹁
ミ
ル
キ
ー
﹂

の
誕
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。一
九
五
〇
年
に
は
、

不
二
家
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
ペ
コ
ち
ゃ
ん
﹂
を
、

一
九
六
一
年
に
は
、
Ｆ
に
楕
円
と
花
び
ら
を
組
み

合
せ
た
企
業
マ
ー
ク
を
世
界
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

レ
イ
モ
ン
ド
・
ロ
ー
ウ
ィ
に
依
頼
し
て
誕
生
さ
せ

る
な
ど
、
戦
後
復
興
と
共
に
、
市
民
に
親
し
ま
れ

る
洋
菓
子
店
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
横
浜
と
不
二
家
が
遭
遇
し
た
苛
酷
な

八
〇
年
に
及
ぶ
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、
こ
の
建

物
が
現
役
で
営
業
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
奇
跡

と
し
て
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
地
元
と
共
に

歩
ん
だ
そ
の
歴
史
を
記
憶
す
る
こ
の
建
物
が
、
良

い
形
で
そ
こ
に
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。

1 階正面外観

イセザキ・モールから見る外観全景

不二家洋菓子舗（横浜）　1937 年
戦前のレーモンドの街角建築

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

か
く
挙
げ
て
い
く
。
訪
問
す
る
家
庭
は
ト
ー
タ

ル
で
五
件
ほ
ど
と
、
決
し
て
多
く
な
い
。
し
か

し
、
新
価
値
に
つ
な
が
る
仮
説
を
得
る
た
め
に

個
々
の
人
の
思
い
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
。

　

あ
る
高
齢
者
の
家
の
リ
ビ
ン
グ
に
は
、﹁
欧

米
の
卒
業
式
の
服
︵
黒
い
ガ
ウ
ン
︶
を
着
た
犬
﹂

の
写
真
が
四
枚
飾
っ
て
あ
っ
た
。こ
の
女
性
は
、

自
分
の
飼
っ
て
い
る
犬
を
﹁
犬
の
幼
稚
園
﹂
に

通
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
︵
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

実
際
に
存
在
す
る
︶。
こ
う
い
っ
た
気
づ
き
か

ら
、﹁
ひ
ょ
っ
と
し
て
高
齢
者
の
人
た
ち
は
、＂
よ

い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
＂
の
で
は
な
く
て
、

＂
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
他
者
に
提
供
し
た
い
＂
の

で
は
な
い
か
？
﹂
と
い
う
新
た
な
仮
説
が
生
ま

れ
る
。
こ
の
洞
察
に
基
づ
く
と
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
価
値
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
発
想

が
生
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、﹁
高
齢
者
が
誰
か

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
場
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
、
会
費
を
払
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
﹂
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、﹁
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
そ
れ
ま

で
常
識
と
さ
れ
て
い
た
解
釈
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
枠
組
み
︵
フ
レ
ー
ム
︶
を
、新
し
い
視
点
・

発
想
で
前
向
き
に
作
り
直
す
こ
と
﹂
を
、
我
々

は
﹁
リ
フ
レ
ー
ム
︵Refram

e

︶﹂
と
呼
ん
で

い
る
。

新
価
値
創
造
の
学
校

　

世
の
中
に
は
、新
価
値
創
造
の
手
法
と
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
や
Ｕ
理
論
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

シ
ン
キ
ン
グ
、
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
分
野
の

共
通
認
識
と
し
て
、﹁
新
価
値
創
造
の
方
法
論
﹂

に
つ
い
て
の
理
論
と
メ
ソ
ッ
ド
は
ま
だ
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
方
法

論
を
学
び
直
し
、﹁
プ
ロ
セ
ス
﹂
と
﹁
必
要
な
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
︵
＝
八
つ
の
玉
︶﹂
と
し
て
整

理
し
、
八
つ
の
玉
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
開

発
し
た
。
こ
の
方
法
論
を
我
々
は
﹁Foresight 

第
69
回

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
っ
て
何
？

　

建
築
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
検
討
し
た
上
で
着
想
を
得

て
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
、
設
計
に
よ
っ
て
具

体
化
し
、
最
終
的
に
は
建
築
物
を
創
り
あ
げ
て

い
く
。我
々
は﹁
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
﹂や﹁
創

造
性
﹂
と
い
っ
た
言
葉
を
普
段
か
ら
使
っ
て
い

る
が
、﹁
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
は
何
か
？

そ
の
定
義
は
？
﹂
と
問
わ
れ
た
ら
、
み
な
さ
ん

は
ど
う
お
答
え
に
な
る
だ
ろ
う
か
？

　

そ
う
聞
か
れ
て
答
え
に
躊
躇
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
の
世
界
に
お
い
て
も
、
明
確
な
定

義
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
﹁
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
﹂
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
？
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

筆
者
は
、
日
本
の
大
学
・
大
学
院
に
て
建
築

を
専
攻
し
た
人
間
で
あ
る
。
し
か
し
今
で
は
建

築
を
離
れ
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
な
ど
の

新
価
値
創
造
を
企
業
で
実
践
し
た
り
、
新
価
値

を
創
造
す
る
方
法
論
を
研
究
開
発
し
た
り
、
そ

の
方
法
論
を
大
学
で
教
え
た
り
、と﹁
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
﹂
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
動
観
察
を
用
い
た
新
価
値
創
造

　

行
動
観
察
を
駆
使
し
た
新
価
値
創
造
に
つ
い

て
簡
単
に
ご
紹
介
し
た
い
。
行
動
観
察
と
い
う

の
は
、
と
に
か
く
﹁
場
﹂
に
足
を
運
ん
で
、
そ

こ
で
の
人
間
の
行
動
を
観
察
す
る
こ
と
で
気
づ

き
を
得
て
、
問
題
を
定
義
し
、
新
た
な
価
値
を

提
案
す
る
方
法
論
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
企
業
か
ら
﹁
高

齢
者
向
け
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
を
考

え
た
い
﹂
と
い
う
依
頼
を
受
け
た
と
し
よ
う
。

我
々
は
、
ま
ず
高
齢
者
の
家
に
行
く
。
そ
し
て

一
日
ず
っ
と
一
緒
に
い
さ
せ
て
も
ら
う
。
買
い

物
な
ど
の
お
出
か
け
に
も
す
べ
て
つ
い
て
い
く
。

そ
し
て
、
そ
の
人
に
つ
い
て
の
気
づ
き
を
と
に

建築の射程では建築が関わる視野を広げるべく様々な活動を紹介しています。今回は新しい価値を創造す
るための方法論を開発された松波晴人さんにその方法論をご紹介いただきました。

「クリエイティブである」とはどういうことか？ 
―「新しい価値を生む方法論の開発と教育」を実践したうえでの学び

松波　晴人（まつなみ はるひと）
大阪ガス行動観察研究所 所長、オージス総研 行動観察リフレーム本部
神戸大学大学院建築系環境計画学専攻修了、コーネル大学大学院にてデザインで修士号を取得、和歌山大学にて博士（工学）を取得。著書に『ビ
ジネスマンのための「行動観察」入門』（講談社）、『「行動観察」の基本』（ダイヤモンド社）、寄稿に『ハーバードビジネスレビュー「行動観
察×ビッグデータ」特集』がある。近著は「ザ・ファースト・ペンギンス― 新しい価値を生む方法論（講談社）」。
大阪大学 産学共創本部イノベーション共創部門 特任教授、京都大学 経営管理大学院 客員教授。

Creation

﹂︵Foresight

は
、﹁
未
来
へ
の
展
望
﹂

を
意
味
す
る
︶
と
呼
ん
で
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
﹁
新
価
値
創
造
﹂
が
で
き
る
人

を
育
て
る
た
め
の
学
校
と
し
て
、
大
阪
大
学
に

てForesight School

を
二
〇
一
六
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
学
ん
だ
学
生
が
生
ん
だ

新
価
値
の
例
を
一
つ
ご
紹
介
し
た
い
。
そ
れ
は

﹁
人
と
人
が
つ
な
が
る
消
し
ゴ
ム
﹂
で
あ
る
。

学
生
が
観
察
か
ら
得
た
洞
察
︵
仮
説
︶
は
、﹁
人

と
人
は
つ
な
が
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
自

分
の
こ
と
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ

る
﹂
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
阪
大
の
学
部
別
の
消

し
ゴ
ム
︵
計
一
一
種
類
︶
を
創
り
、﹁
阪
大
ラ

バ
ー
﹂︵
写
真
１
︶
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
で
販

売
を
始
め
た
。﹁
あ
な
た
も
私
も
文
学
部
で
す

ね
﹂﹁
医
学
部
で
す
か
？
﹂
と
い
っ
た
会
話
を

き
っ
か
け
に
、
学
生
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
を

意
図
し
た
の
だ
が
、
試
験
的
販
売
で
と
て
も
売

れ
た
た
め
に
今
で
は
定
番
商
品
と
し
て
継
続
的

に
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
以
外
に
も
文
科
省
の
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
コ
ン
ペ

でForesight School

の
学
生
が
優
勝
す
る
な

ど
の
成
果
が
生
ま
れ
、
こ
の
方
法
論
の
有
効
性

が
あ
る
程
度
検
証
で
き
た
の
で
、
こ
の
方
法
論

を
書
籍
﹁
ザ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ペ
ン
ギ
ン
ス
︱

新
し
い
価
値
を
生
む
方
法
論
︵
講
談
社
︶﹂︵
図

１
︶
と
し
て
出
版
し
た
。

写真 1　「阪大ラバー」
 各 11 種類、色が異なり一目でわかる。



13 2018.12  建築人

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
？

　
﹁
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
﹂
に
つ
い
て
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
上
の
定
義
は
存
在
し
な
い
、
と
先
に

述
べ
た
が
、﹁
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
定
義

し
よ
う
と
試
み
た
人
﹂
は
多
い
。Foresight 

School

を
実
践
し
た
上
で
、
私
が
最
も
適
切

で
は
な
い
か
、と
思
う
定
義
を
ご
紹
介
し
た
い
。

認
知
科
学
が
専
門
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ボ
ー
デ
ン

は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
分
類
し
た
。
そ

の
う
ち
の
重
要
な
二
つ
を
簡
単
に
解
説
し
た
い
。

①
変
換
型
創
造
性
︵T

ransform
ational 

Creativity

︶：
枠
組
み
を
変
容
さ
せ
る
こ

と
で
新
た
な
枠
組
み
を
生
み
出
す

　

こ
れ
は
、﹁Foresight Creation

﹂
に
お
け

る
八
つ
の
玉
の
一
つ
、﹁
リ
フ
レ
ー
ム
﹂
と
同

じ
概
念
で
あ
る
。

　

リ
フ
レ
ー
ム
と
は
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー

ム
ズ
の
よ
う
に
﹁
意
外
な
真
相
﹂
を
出
す
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
と
異
な
る
新
た
な

仮
説
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、﹁
天
動
説
︵
地
球
を
中
心
に
世

界
が
動
い
て
い
る
︶﹂
か
ら
﹁
地
動
説
︵
地
球

は
太
陽
の
ま
わ
り
を
廻
っ
て
い
る
︶﹂
に
物
事

の
と
ら
え
か
た
が
変
わ
る
の
は
、
リ
フ
レ
ー
ム

の
分
か
り
や
す
い
例
で
あ
る
。

　

ま
た
、﹁
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
リ
ア
ル
な
ゲ
ー

ム
機
﹂
か
ら
﹁
家
族
み
ん
な
が
仲
良
く
遊
べ
る

ゲ
ー
ム
機
﹂
の
よ
う
に
、
新
価
値
創
造
に
お
い

て
も
こ
の
リ
フ
レ
ー
ム
は
欠
か
せ
な
い
。

②
組
み
合
わ
せ
型
創
造
性︵Com

binational 
Creativity

︶：
既
存
の
概
念
の
、
新
た
な

組
み
合
わ
せ

　

こ
ち
ら
は
、﹁Foresight Creation

﹂
に
お

け
る
﹁
統
合
﹂
の
玉
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
三
大
発
明
の
一

つ
で
あ
る
﹁
活
版
印
刷
技
術
﹂
は
、
印
刷
と
は

直
接
何
の
関
係
の
な
い
﹁
ワ
イ
ン
造
り
﹂
の
技

術
を
応
用
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
て
い
る
。
先
に

紹
介
し
た
﹁
阪
大
ラ
バ
ー
﹂
は
、﹁
人
と
人
が

つ
な
が
る
き
っ
か
け
﹂
と
﹁
消
し
ゴ
ム
﹂
を
統

合
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

経
済
学
者
で
あ
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
は
、
こ
の
統
合
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、﹁
こ
れ
ま
で
組
み
合
わ
さ
っ
て
こ

な
か
っ
た
も
の
が
新
し
く
結
合
﹂
し
た
も
の
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
あ
る
。

　

と
い
う
わ
け
で
、﹁
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ

る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
﹂
と
い
う
問
い
に

は
、﹁＂
リ
フ
レ
ー
ム
＂
と
＂
統
合
＂
が
で
き
る

こ
と
で
あ
る
﹂
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」と
建
築
、そ
し
て「
道
」

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
系
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
と
、
私
が
建
築
出
身
だ
と
い
う
こ
と
は
、
無

関
係
で
は
な
い
。
む
し
ろ
密
接
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

ま
ず
、
建
築
を
学
ぶ
と
、
理
系
︵
構
造
計
算
、

空
調
負
荷
、
な
ど
︶
と
文
系
︵
建
築
史
、
人
の

暮
ら
し
の
理
解
、
な
ど
︶
の
両
方
を
し
っ
か
り

学
ぶ
。
さ
ら
に
、デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
学
ぶ
。

そ
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
単
な
る
設
計
で
は
な
い
。

住
む
人
の
ニ
ー
ズ
の
理
解
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
構

築
、
造
形
と
し
て
の
具
体
化
な
ど
、
と
て
も
広

い
意
味
で
の
デ
ザ
イ
ン
を
建
築
で
は
学
ぶ
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
多
様
な
こ
と
を
学
ぶ
中
で
、
私
は

﹁
人
間
を
理
解
す
る
こ
と
﹂
に
深
い
興
味
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
さ
ら
に
心
理
学

と
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、
行
動
観
察
を
日
本
で
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
開
始
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
﹁
建
築
を
学
ん
だ
こ
と
﹂
が
基
礎
に

な
っ
て
い
る
。
建
築
に
は
感
謝
し
か
な
い
。

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
明
確
に
定
義
で
き

な
い
の
は
、﹁
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に

手
順
化
で
き
な
い
﹂
か
ら
で
あ
る
。
手
順
化
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
も
で

き
て
し
ま
う
。Foresight Creation

と
い
う

方
法
論
の
開
発
も
、﹁
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
﹂

を
な
る
べ
く
サ
イ
エ
ン
ス
に
し
よ
う
と
い
う
試

み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
ア
ー

ト
の
部
分
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　
﹁
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
﹂
は
、
最
終
的
に

は
﹁
道
︵
ど
う
︶﹂
に
帰
着
す
る
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
手
順

化
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
最
後
は
﹁
芸

事
﹂
の
よ
う
に
、﹁
人
間
と
し
て
ど
う
あ
る
か
﹂

﹁
ど
う
い
う
思
い
で
実
践
す
る
の
か
﹂
が
重
要

な
﹁
道
﹂
と
し
て
、
教
え
、
語
り
継
が
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図 1　「ザ・ファースト・ペンギンス−新しい価値を生む方法論」
（松波晴人著・2018 年・講談社）

創造力（creativity）とは？
①変換型創造性（Transformational Creativity）：
　枠組みを変容させることで新たな枠組みを生み出す

リフレーム
②組み合わせ型創造性（Combinational Creativity）：
　既存の概念の、新たな組み合わせ　　　 統合

Boden（1998）
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二
　　　　委員長　　　牧野隆義
　　　　編集人代表　荒木公樹
　　　　編集人　　　河合哲夫　　　北　聖志
　　　　　　　　　　曽我部千鶴美　橋本頼幸
　　　　　　　　　　丸子勇人　　　茂籠一之
　　　　　　　　　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　
編
集
後
記

橋
本
頼
幸

　

十
二
月
に
な
る
と
、
な
ん
と
な
く
今
年
を
振
り

返
り
た
く
な
り
ま
す
ね
。﹁
平
成
最
後
の
～
﹂
と

何
か
と
枕
詞
に
使
わ
れ
、
六
月
の
地
震
、
七
月
の

豪
雨
、
夏
の
＂
災
害
級
の
暑
さ
＂、
九
月
の
台
風

と
関
西
だ
け
で
も
よ
く
こ
れ
だ
け
災
害
が
続
い
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。九
月
に
は
北
海
道
の
地
震
、

ホ
テ
ル
が
倒
壊
し
た
台
湾
の
地
震
や
イ
タ
リ
ア
の

高
速
道
路
崩
落
も
今
年
で
し
た
。
災
難
と
い
え

ば
、
仮
想
通
貨
の
流
出
や
タ
イ
の
洞
窟
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
少
年
達
、
貴
乃
花
親
方
も
あ
る
意
味
災

難
だ
っ
た
り
。
一
方
で
、
冬
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

あ
っ
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ
っ

た
り
、
ア
ジ
ア
大
会
や
全
米
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
賑
や
か
な
一

年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
元
号
が
変
わ
り
、消
費
税
率
も
変
わ
り
、

今
年
悪
か
っ
た
こ
と
は
い
い
方
向
に
変
わ
る
よ
う

な
年
に
な
っ
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

　

二
〇
一
九
年
は
ど
ん
な
出
来
事
が
待
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
元
号
と
と
も
に
皆
様
に

も
素
敵
な
一
年
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。

う
相
談
も
見
ら
れ
ま
し
た
。②
に
つ
い
て
は
、自
身
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
フ
ェ
ン
ス
が
隣
地
に
向
か
っ
て
倒
れ
た
が
ど

う
し
た
ら
い
い
か
、自
身
の
建
物
か
ら
飛
ん
だ
屋
根
が

隣
地
の
カ
ー
ポ
ー
ト
を
壊
し
た
の
で
半
分︵
約
十
六
万

円
︶を
負
担
し
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
払
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

電
話
だ
け
で
は
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
話
は
で

き
ま
せ
ん
し
、賠
償
責
任
が
生
じ
る
の
か
、免
責
さ
れ

る
の
か
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。③
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

台
風
で
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
鉄
筋
が
な
か
っ
た
こ
と
は

手
抜
き
工
事
と
し
て
施
工
者
に
責
任
追
及
で
き
な
い

か
、な
ど
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
損
害
賠

償
に
関
す
る
判
断
や
火
災
保
険
や
そ
の
他
の
保
険
を

用
い
た
救
済
措
置
の
検
討
、維
持
管
理
が
適
正
だ
っ

た
か
ど
う
か
、あ
る
い
は
時
効
に
な
る
の
か
な
ら
な
い
の

か
、な
ど
建
築
士
と
し
て
技
術
的
な
こ
と
だ
け
で
は

判
断
で
き
な
い
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
ま
す
。ア
ド

バ
イ
ス
に
よ
っ
て
は
間
違
え
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
相
談
に
つ
い
て
は
、弁
護
士
会
や
Ａ
Ｄ
Ｒ︵
民

間
総
合
紛
争
調
停
セ
ン
タ
ー
︶、住
宅
紛
争
審
査
会
な

ど
の
機
関
に
相
談
を
誘
導
す
る
ほ
う
が
賢
明
で
す
。

　
一
方
で
、今
回
の
地
震
や
台
風
を
き
っ
か
け
に
、違

法
状
態
に
な
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
物
置
な
ど
を
撤

去
し
た
い
と
い
う
相
談
も
増
え
て
い
る
の
は
、一
般
の

方
の
防
災
意
識
や
法
令
遵
守
の
考
え
方
が
定
着
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

建
築
相
談
室
か
ら 

三
十
二

災
害
時
の
対
応　

三　

文　

橋
本
頼
幸

　

先
月・先
々
月
で
は
六
月
に
発
生
し
た
大
阪
北
部

地
震
に
関
す
る
本
会
の
建
築
相
談
室
の
対
応
を
ま

と
め
ま
し
た
。地
震
の
相
談
も
ほ
ぼ
落
ち
着
い
て
き

た
か
と
思
わ
れ
た
九
月
四
日
に
大
型
の
台
風
二
一
号

に
よ
っ
て
関
西
地
方
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。九
月
四
日
当
日
は
建
築
相
談
室
も
休
会
で
し
た

が
翌
日
か
ら
台
風
被
害
に
関
す
る
相
談
が
増
え
ま
し

た
。今
月
は
台
風
に
関
す
る
相
談
数
の
推
移
と
相
談

内
容
の
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

相
談
件
数
の
推
移

　

台
風
が
上
陸
し
た
翌
日
の
五
日
か
ら
台
風
関
係
の

相
談
が
増
え
ま
す
。電
話
相
談
は
十
三
時
か
ら
十
六

時
の
三
時
間
な
の
で
一
日
一
〇
件
の
相
談
は
対
応
し
て

い
る
側
と
し
て
は
常
に
電
話
対
応
を
し
て
い
る
、電
話

を
置
い
た
ら
次
の
相
談
が
来
る
、と
い
う
感
覚
で
す
。

地
震
前
の
通
常
の
相
談
件
数︵
昨
年
度
平
均
二・七

件
︶か
ら
比
べ
る
と
相
当
数
増
え
て
い
ま
す
。相
談
記

録
か
ら
は
、台
風
被
害
の
相
談
以
外
に
も
、地
震
被
害

の
相
談
も
散
見
さ
れ
、災
害
に
関
す
る
相
談
は
し
ば

ら
く
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

台
風
被
害
の
相
談
の
特
徴

　

台
風
被
害
に
関
す
る
相
談
は
、主
に
三
種
類
に
分

類
で
き
ま
す
。①
自
身
の
被
害
に
対
す
る
対
応
方
法・

業
者
紹
介
、②
台
風
被
害
に
よ
り
自
身
が
加
害
者
と

な
っ
て
他
者
に
被
害
を
加
え
た
。他
者
か
ら
損
害
賠
償

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。③
自
身
が
被
害
者
と
な
っ
た
。

他
者
や
工
務
店・不
動
産
業
者
な
ど
に
損
害
賠
償
し

て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
、で
す
。①
に
つ
い
て
は
地
震
の

被
害
同
様
、屋
根
瓦
が
飛
ん
だ・
ず
れ
た
な
ど
で
修
理

に
来
て
く
れ
る
業
者
を
求
め
る
相
談
、樋
や
ト
タ
ン
が

外
れ
た
こ
と
に
対
す
る
対
応
の
相
談
な
ど
で
す
。相

変
わ
ら
ず﹁
い
つ
修
理
に
来
て
く
れ
ま
す
か
？
﹂と
い

表 1　9月の相談件数の推移

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

十
一
月
二
十
一
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
三
名 

監
事
二
名

︵
１
︶
一
〇
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
八
、

四
五
九
、〇
九
七
円
、
支
出
一
七
、四
三
九
、六
二

二
円
、
差
引
△
八
、九
八
〇
、五
二
五
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
一
九
、四
五
八
、七
二
一
円
を

報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

後
期
に
入
り
試
験
事
業
、
定
期
講
習
、
省
エ
ネ
講

習
は
受
託
事
業
で
精
算
及
び
事
業
途
中
で
あ
る
こ

と
で
未
だ
予
算
充
足
比
は
低
く
決
算
時
に
は
予
算

値
に
近
似
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。
登
録
・
閲
覧
事

業
は
一
二
～
一
月
の
合
格
発
表
後
か
ら
年
度
末
ま
で

の
収
入
が
見
込
め
ま
す
。
二
二
条
研
修
は
一
企
画
の

受
講
者
数
の
減
少
が
目
立
ち
、
既
存
住
宅
状
況
調

査
技
術
者
講
習
は
す
べ
て
を
終
了
し
、
受
講
者
減
に

よ
り
大
き
く
予
算
を
下
回
り
ま
し
た
。
耐
震
評
価

業
務
は
予
算
比
一
三
五
％
で
、
後
期
も
引
続
き
申

請
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
公
益
目
的
事
業
の
収
支
差

引
が
予
算
比
五
六
％
で
、
全
体
で
は
約
二
二
〇
〇
万

円
の
黒
字
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
各
部
門
と
も

に
後
期
の
事
業
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

︵
２
︶
泉
佐
野
市
の
特
定
空
家
の
撤
去
工
事
の
実

施
に
あ
た
り
、
市
に
代
わ
っ
て
本
会
が
業
者
へ
の

委
託
発
注
業
務
を
行
う
事
業
の
業
務
仕
様
書
で

は
、
調
整
・
調
査
・
発
注
の
業
務
に
問
題
は
な
い

と
し
て
、
特
に
工
事
請
負
・
工
事
監
理
業
務
に
つ

い
て
は
本
会
が
業
務
を
発
注
し
業
者
が
実
施
す
る

旨
を
正
確
に
表
現
す
る
こ
と
と
し
、
本
会
の
立
場

が
明
確
に
な
る
よ
う
に
仕
様
書
の
文
面
表
現
と
実

施
方
法
を
精
査
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
３
︶
長
野
県
建
築
士
会
か
ら
の
大
阪
北
部
地
震

見
舞
金
に
つ
い
て
、
本
会
の
応
急
危
険
度
判
定
活

動
等
災
害
支
援
に
あ
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

全相談数 うち台風関係

9月3日(月) 5

9月4日(火) （台風）

9月5日(水) 10 7

9月6日(木) 5 3

9月7日(金) 10 6

9月10日(月) 7 4

9月11日(火) 4 1

9月12日(水) 1 0

9月13日(木) 7 4

9月14日(金) 6 2

9月18日(火) 7 2

9月19日(水) 4 0

9月20日(木) 2 1

9月21日(金) 3 2
9月25日(火) 5 2

9月26日(水) 7 2

9月27日(木) 3 0

9月28日(金) 5 1
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京都産業大学　サギタリウス館　日建設計

京都、上賀茂の自然景観と調和したキャンパスへと一新す
る逐次建替計画において、開学 50 周年の節目に完成した新
教室棟である。起伏に富むキャンパス故に学生の集う場が
限定される中、最上段の立地による豊かな眺望、敷地の高
低差を活かした多様な学生の『居場所』をテーマとした。
高さ制限により大部分を地下とする必要があったが、敷地の高
低差を結ぶ大階段を軸とした教室配置と、大階段の下にも段
状ラウンジを配しながら自然光を導く断面的な工夫を凝らし、
明るい学習空間を創出した。大階段はPC版で構成される屋外
の集いの場であり、蹴込部のスリットガラスから内部空間に光
を導く屋根でもある。通常のササラ形式の支持方法では層間
変位が端部に集中し、屋根としての止水性能が確保できない。
そこで外装サッシュのスチールマリオンをPC版1段毎の支持材
として、層間変位を段毎の変位へと細分化する構造形式とする
ことにより、シールの追従性、止水性を満たし、これを実現した。
陰影をつくり出す深い軒庇と寄棟屋根の意匠により、既存
棟と調和させながらも、広場を囲む回遊動線や高低差をつ
なぐ動線上に屋内外の様々な『居場所』を散りばめ、キャ
ンパスのハブとして、新たな大学の風景を創出した。
撮影：東出写真事務所　平成30年日本建築士会連合会賞優秀賞受賞作品

■プロフィール
若江　直生（わかえ・なおき）

2006年　京都大学大学院工学研究科建築学専攻
修了後、日建設計

現　在　同社設計主管

吉野　優輔（よしの・ゆうすけ）
2007年　近畿大学理工学部建築学科卒業後、日建設計
現　在　同社設計部門

水上　和哉（みずかみ・かずや）
2013年　東京大学大学院工学系研究科建築学専

攻修了後、日建設計
現　在　同社設計部門

■建物データ
設　　計：株式会社日建設計
施　　工：株式会社鴻池組
所 在 地：京都市北区
　　　　　上賀茂本山 436
主要用途：学校（大学）
建 築 主：京都産業大学
敷地面積：259,078.35 ㎡
建築面積：3,619.81 ㎡
延床面積：12,962.37 ㎡
構造規模：鉄骨造・一部鉄骨
　　　　　鉄筋コンクリート造
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